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(57)【要約】
【課題】口金に対し、確実に供給ノズルが密着されて装
着されたことを検知することができる構成を具備する内
視鏡洗浄消毒装置、内視鏡洗浄消毒装置の制御方法を提
供する。
【解決手段】内視鏡が収容される洗浄消毒槽と、洗浄消
毒槽に収容された内視鏡が内部に具備する管路の導電性
を有する口金１５に装脱自在な、装着部が導電性を有す
る供給ノズル３０、３１と、供給ノズル３０、３１を移
動させる移動機構２１、２２、２４と、供給ノズル３０
、３１が装着位置に移動された後、スイッチ状態が変化
されることにより、供給ノズル３０、３１が口金１５に
密着したかを検知する密着検知スイッチ４０と、移動機
構２１、２２、２４の移動制御を行うとともに、密着検
知スイッチ４０のスイッチ状態と、口金１５及び供給ノ
ズル３０、３１の導通状態とから、供給ノズル３０、３
１が口金１５に密着されて装着されたかを検知する制御
部と、を具備したことを特徴とする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を洗浄消毒する内視鏡洗浄消毒装置において、
　前記内視鏡が収容される洗浄消毒槽と、
　前記洗浄消毒槽に収容された前記内視鏡が内部に具備する管路の導電性を有する口金に
装脱自在であって、前記口金に装着後、前記管路内に流体を供給する、前記口金への装着
部が導電性を有する流体供給ノズルと、
　前記流体供給ノズルを、前記口金に対し装着位置と脱却位置とに移動させる移動機構と
、
　前記流体供給ノズルが前記移動機構によって前記装着位置に移動された後、前記流体供
給ノズルによってスイッチ状態が変化されることにより、前記流体供給ノズルが前記口金
に密着したかを検知する密着検知スイッチと、
　前記移動機構の移動制御を行うとともに、前記密着検知スイッチのスイッチ状態と、前
記口金及び前記流体供給ノズルの導通状態とから、前記流体供給ノズルが前記口金に密着
されて装着されたかを検知する制御部と、
　を具備したことを特徴とする内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項２】
　前記移動機構は、前記流体供給ノズルを、該流体供給ノズルの前記口金に対する装脱方
向に進退自在に保持する保持部材と、前記制御部の移動制御により、前記流体供給ノズル
を前記保持部材とともに、前記装着位置と前記脱却位置とに移動させる移動部材とを具備
し、
　前記移動部材における前記流体供給ノズルの前記装脱方向の後方に、前記密着検知スイ
ッチが設けられており、前記密着検知スイッチは、前記流体供給ノズルが前記口金に接触
され、さらに前記移動部材が前記装脱方向前方に移動された後、前記装脱方向後方に退去
された前記流体供給ノズルにより前記スイッチ状態が変化されることを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項３】
　前記保持部材は複数本から構成されているとともに、前記装脱方向において設定間隔離
間されて設けられており、
　前記各保持部材間における前記流体供給ノズルの外周に、前記装脱方向に沿って、前記
流体供給ノズルが前記口金に装着された後、前記流体供給ノズルを前記装脱方向前方に付
勢して、前記流体供給ノズルと前記口金とを密着させる弾性部材が介装されていることを
特徴とする請求項２に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項４】
　前記流体供給ノズルは複数本から構成されており、複数本の前記流体供給ノズルの内、
いずれか１つの前記流体供給ノズルは接地されているとともに、他の前記流体供給ノズル
は、プルアップ抵抗に接続されていることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記
載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項５】
　制御部により、洗浄消毒槽に収容された内視鏡が内部に具備する管路の導電性を有する
口金に対し、前記管路内に流体を供給する、前記口金への装着部が導電性を有する流体供
給ノズルを装着する駆動制御を行って、前記内視鏡を洗浄消毒する内視鏡洗浄消毒装置の
制御方法において、
　前記制御部は、
　前記口金に対する前記流体供給ノズルの装着位置まで、移動機構を用いて前記流体供給
ノズルを脱却位置から移動させる第１のステップと、
　前記口金に対する前記流体供給ノズルの装着後、前記口金と前記流体供給ノズルとの導
通状態を検知する第２のステップと、
　前記口金に対する前記流体供給ノズルの装着後、前記流体供給ノズルによる密着検知ス
イッチのスイッチ状態の変化を検知する第３のステップと、
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　を具備し、
　前記制御部は、前記導通状態の検知及び前記スイッチ状態の検知により、前記装着位置
における前記移動機構の移動制御と、前記流体供給ノズルを介した前記管路内への前記流
体の供給制御との少なくとも一方を行うことを特徴とする内視鏡洗浄消毒装置の制御方法
。
【請求項６】
　前記制御部は、前記導通状態を検知するとともに、前記スイッチ状態の変化を検知した
際、前記口金に対して前記流体供給ノズルが密着されて装着されたことを検知して、前記
移動機構の移動を停止させる制御を行うとともに、前記流体供給ノズルを介した前記管路
内への前記流体の供給を開始させる制御を行うことを特徴とする請求項５に記載の内視鏡
洗浄消毒装置の制御方法。
【請求項７】
　前記制御部は、一方、前記導通状態が非検知であり、他方、前記スイッチ状態の変化を
検知した際、前記口金に対する前記流体供給ノズルの誤装着を検知して、前記移動機構の
移動を停止させる制御を行うとともに、前記流体供給ノズルを介した前記管路内への前記
流体の供給開始を停止させる制御を行うことを特徴とする請求項５に記載の内視鏡洗浄消
毒装置の制御方法。
【請求項８】
　前記制御部は、一方、前記導通状態を検知して、他方、前記スイッチ状態の変化が非検
知の際、前記口金に対する前記流体供給ノズルの誤装着を検知して、前記スイッチ状態の
変化が検知されるまで、前記移動機構の移動制御を行うことにより、前記口金に対する前
記流体供給ノズルの装着を繰り返すことを特徴とする請求項５に記載の内視鏡洗浄消毒装
置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡を洗浄消毒する内視鏡洗浄消毒装置、内視鏡洗浄消毒装置の制御方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　体腔内の検査や治療の目的に使用される内視鏡は、体腔内に挿入する挿入部の外表面だ
けでなく、送気送水管路、吸引管路、前方送水管路、処置具挿通用管路等の各種内視鏡管
路内（以下、単に内視鏡管路内と称す）にも汚物が付着する。そのため、使用済みの内視
鏡は、外表面に限らず、必ず内視鏡管路内までも洗浄、消毒する必要がある。
【０００３】
　この使用済みの内視鏡を洗浄消毒する方法としては、例えば、内視鏡洗浄消毒装置（以
下、単に洗浄消毒装置と称す）を用いて行う方法が周知である。洗浄消毒装置を用いれば
、内視鏡は、洗浄消毒装置の洗浄消毒槽内にセットされるのみで、内視鏡に対して、自動
的に、洗浄、消毒、濯ぎ及び水切り等（以下、洗浄消毒工程と称す）を行うことができる
。また、この際、内視鏡は、該内視鏡の外表面のみならず、内視鏡が内部に有する内視鏡
管路内も洗浄消毒される。さらに、洗浄消毒装置は、内視鏡に限らず、他の医療器具も洗
浄消毒することができる。
【０００４】
　具体的に、洗浄消毒装置を用いて内視鏡の洗浄消毒処理を行う場合、先ず、装置本体の
洗浄消毒槽内に使用済みの内視鏡が収容、セットされる。次いで、内視鏡管路内も洗浄消
毒するため、洗浄消毒槽に設けられた、内視鏡管路内へ液体、気体等の流体を供給するた
めの複数の流体供給ノズル（以下、単に供給ノズルと称す）と、内視鏡の外表面に開口す
る内視鏡管路の各口金（以下、単に口金と称す）とがチューブ等を介して接続される。
【０００５】
　次いで、洗浄消毒槽に、蓋体が閉成された後、処理開始スイッチがＯＮされる。その結
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果、洗浄工程が開始され、次いで消毒工程が開始される。洗浄工程では、先ず、洗浄消毒
槽内に洗浄液が供給される。そして、この洗浄液が所定水位に達した後、洗浄が開始され
る。洗浄液は循環しており、その水流にて内視鏡の外表面が洗浄される。
【０００６】
　また、この際、供給ノズルから吐出された、循環ポンプで吸引した洗浄消毒槽内の洗浄
液が、内視鏡管路内に、チューブ及び口金を介して導入される。このことにより、内視鏡
管路内は、導入された洗浄液の水圧により洗浄される。尚、内視鏡管路内に導入される洗
浄液は、循環ポンプで吸引される洗浄液に限らない。
【０００７】
　そして、洗浄工程が終了すると、消毒工程へと移行するが、その前に、所定に濾過され
た水道水で内視鏡外表面及び内視鏡管路内の洗浄液を所定に洗い流す。消毒工程へ移行す
ると、上述した洗浄工程において供給した洗浄液に代えて、所定の濃度に調整された消毒
液を洗浄消毒槽に供給する。
【０００８】
　また、この際、供給ノズルから吐出された、循環ポンプで吸引した洗浄消毒槽内の消毒
液が、内視鏡管路内に、循環ポンプの水圧によりチューブ及び口金を介して導入される。
尚、内視鏡管路内に導入される消毒液も、循環ポンプで吸引した消毒液に限らない。
【０００９】
　内視鏡外表面及び内視鏡管路内に消毒液が供給された後は、内視鏡を消毒液にしばらく
の間浸漬して消毒する。消毒工程が所定に終了した後、所定に濾過された水道水で消毒液
を洗い流す。その後、内視鏡外表面及び内視鏡管路内に空気またはアルコールを供給する
ことにより、内視鏡外表面及び内視鏡管路内の乾燥を促進させて、一連の工程が終了する
。
【００１０】
　このように、内視鏡の外表面に限らず、内視鏡管路内までも洗浄消毒するために、内視
鏡洗浄槽に各種供給ノズルを設けた洗浄消毒装置は、例えば特許文献１に開示されている
。
【００１１】
　ここで、特許文献１に開示された洗浄消毒装置を使用して、内視鏡を洗浄消毒する場合
、上述したように、内視鏡内の全ての管路の口金に対して、各々の内視鏡管路に対応する
供給ノズルからチューブを接続する必要がある。
【００１２】
　しかしながら、内視鏡管路数が多い場合、即ち口金の数が多い場合、チューブの接続に
手間がかかってしまう他、チューブの接続作業は人手によるものであるため、接続するチ
ューブ数が増加すれば、その分、正確に接続されているか否かの確認作業時間が増加して
しまい、その結果、内視鏡の洗浄消毒に要する時間が増加してしまうといった問題がある
。
【００１３】
　そこで、供給ノズルを、自動的に内視鏡管路の口金に挿入することができる洗浄消毒装
置が特許文献２に開示されている。特許文献２に開示された構成においては、洗浄消毒槽
に内視鏡をセットした後、処理開始スイッチがＯＮされるのみで、自動的に、内視鏡管路
の口金に各供給ノズルが装着され、流体の送気が開始されることから、内視鏡の洗浄消毒
に要する時間を従来よりも短縮することができる。
【特許文献１】特開平９－２５３０２９号公報
【特許文献２】特開２００７－１３５７０５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　しかしながら、特許文献２に開示された洗浄消毒装置は、自動的に内視鏡管路の口金に
供給ノズルを装着することができるのみの構成であることから、口金に供給ノズルが確実
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に装着されたことを検知することができない。
【００１５】
　このため、自動装着後、口金に供給ノズルが確実に装着されない場合があり、その結果
、口金に対する確実な供給ノズルの水密性及び気密性の確保ができないまま供給ノズルか
ら流体を内視鏡管路内に供給すると、装着口から流体が漏れてしまう場合があった。
【００１６】
　また、口金に供給ノズルを確実に装着させるためには、即ち、口金に対する供給ノズル
の水密性及び気密性を確実に確保するには、口金に対し供給ノズルを密着される必要があ
った。
【００１７】
　本発明の目的は、上記問題点及び事情に鑑みてなされたものであり、内視鏡管路の口金
に自動的に供給ノズルを装着する構成において、口金に対し、確実に供給ノズルが密着さ
れて装着されたことを検知することができる構成を具備する内視鏡洗浄消毒装置、内視鏡
洗浄消毒装置の制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　上記目的を達成するため本発明による内視鏡洗浄消毒装置は、内視鏡を洗浄消毒する内
視鏡洗浄消毒装置において、前記内視鏡が収容される洗浄消毒槽と、前記洗浄消毒槽に収
容された前記内視鏡が内部に具備する管路の導電性を有する口金に装脱自在であって、前
記口金に装着後、前記管路内に流体を供給する、前記口金への装着部が導電性を有する流
体供給ノズルと、前記流体供給ノズルを、前記口金に対し装着位置と脱却位置とに移動さ
せる移動機構と、前記流体供給ノズルが前記移動機構によって前記装着位置に移動された
後、前記流体供給ノズルによってスイッチ状態が変化されることにより、前記流体供給ノ
ズルが前記口金に密着したかを検知する密着検知スイッチと、前記移動機構の移動制御を
行うとともに、前記密着検知スイッチのスイッチ状態と、前記口金及び前記流体供給ノズ
ルの導通状態とから、前記流体供給ノズルが前記口金に密着されて装着されたかを検知す
る制御部と、を具備したことを特徴とする。
【００１９】
　また、内視鏡洗浄消毒装置の制御方法は、制御部により、洗浄消毒槽に収容された内視
鏡が内部に具備する管路の導電性を有する口金に対し、前記管路内に流体を供給する、前
記口金への装着部が導電性を有する流体供給ノズルを装着する駆動制御を行って、前記内
視鏡を洗浄消毒する内視鏡洗浄消毒装置の制御方法において、前記制御部は、前記口金に
対する前記流体供給ノズルの装着位置まで、移動機構を用いて前記流体供給ノズルを脱却
位置から移動させる第１のステップと、前記口金に対する前記流体供給ノズルの装着後、
前記口金と前記流体供給ノズルとの導通状態を検知する第２のステップと、前記口金に対
する前記流体供給ノズルの装着後、前記流体供給ノズルによる密着検知スイッチのスイッ
チ状態の変化を検知する第３のステップと、を具備し、前記制御部は、前記導通状態の検
知及び前記スイッチ状態の検知により、前記装着位置における前記移動機構の移動制御と
、前記流体供給ノズルを介した前記管路内への前記流体の供給制御との少なくとも一方を
行うことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、内視鏡管路の口金に自動的に供給ノズルを装着する構成において、口
金に対し、確実に供給ノズルが密着されて装着されたことを検知することができる構成を
具備する内視鏡洗浄消毒装置、内視鏡洗浄消毒装置の制御方法を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。  
　図１は、本実施の形態の洗浄消毒装置を示す斜視図である。
【００２２】
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　図１に示すように、洗浄消毒装置１は、装置本体２と、この装置本体２の上面に開閉自
在なことにより、装置本体２が具備する洗浄消毒槽６の内視鏡１０の収容口を開閉自在な
蓋体であるトップカバー３とにより主要部が構成されている。
【００２３】
　装置本体２の外表面には、スタート指示、ストップ指示、各種工程表示、経過時間表示
、洗浄消毒工程の設定、ユーザＩＤの設定等の各種操作を行える操作パネル４が配設され
ている。尚、操作パネル４は、トップカバー３に設けられていても構わない。
【００２４】
　また、装置本体２の操作パネル４が設けられた外表面には、操作者によって非接触で近
づけられたＩＤカード２０内のユーザＩＤの情報を受信するアンテナ７が設けられている
。尚、アンテナ７も、装置本体２の他の外表面の部位に設けられていても構わないし、ト
ップカバー３に設けられていても構わない。
【００２５】
　装置本体２の上部に、水道栓から延出されたホースが接続される図示しない給水口が設
けられている。このことにより、洗浄消毒槽６には、濯ぎ水として利用される他、洗浄液
及び消毒液を希釈するための水道水が、ホース及び給水口を介して水道栓から供給される
ようになっている。
【００２６】
　装置本体２の上面部には、挿入部１０ｓ及び操作部１０ｔを具備する内視鏡１０が収容
されたトレー１１が収容される洗浄消毒槽６が形成されている。洗浄消毒槽６は、挿入部
載置部６ｓと操作部載置部６ｔとを具備している。
【００２７】
　トレー１１は、洗浄消毒槽６に対する内視鏡１０の搬入搬出性を高めるとともに、洗浄
消毒槽６に内視鏡１０を収容した際、内視鏡１０が、洗浄消毒槽６に直接接触することを
防ぐものである。また、トレー１１は、内視鏡１０を洗浄消毒する際、洗浄消毒槽６内に
おいて、内視鏡１０とともに洗浄消毒される。
【００２８】
　また、トレー１１は、挿入部１０ｓが巻回されて収容される平面視した形状が略円形の
挿入部載置部１１ｓと、操作部１０ｔが収容される操作部載置部１１ｔとを有しており、
トレー１１を洗浄消毒槽６に収容した際、挿入部載置部１１ｓは、該挿入部載置部１１ｓ
と略同じ形状を有する洗浄消毒槽６の挿入部載置部６ｓに位置され、操作部載置部１１ｔ
は、該操作部載置部１１ｔと略同じ形状を有する洗浄消毒槽６の操作部載置部６ｔに位置
される。即ち、挿入部１０ｓは、洗浄消毒槽６の挿入部載置部６ｓに位置され、操作部１
０ｔは、洗浄消毒槽６の操作部載置部６ｔに位置される。また、収容後、操作部１０ｔは
、洗浄消毒槽６に設けられた図示しない位置決め部材によって、位置が固定される。
【００２９】
　また、洗浄消毒槽６の挿入部載置部６ｓに、該洗浄消毒槽６内に、洗浄液、消毒液、濯
ぎ水等の液体を供給する用のノズル９が設けられている。ノズル９から、洗浄消毒槽６内
に、水流を伴った液体が供給されることにより、洗浄消毒槽６内に収容された内視鏡１０
の外表面は洗浄消毒される。
【００３０】
　さらに、装置本体２における洗浄消毒槽６の操作部載置部６ｔの近傍に、該洗浄消毒槽
６に載置された内視鏡１０の内部に具備された図示しない送気送水管路、吸引管路、前方
送水管路、処置具挿通用管路等の各種内視鏡管路内を洗浄消毒するため、流体を、内視鏡
管路内に自動的に供給する流体供給ユニット１９０が設けられている。尚、流体供給ユニ
ット１９０の詳しい構成は、後述する。
【００３１】
　また、内視鏡１０の操作部１０ｔの上端面１０ｔ１には、各内視鏡管路内に流体供給ユ
ニット１９０から流体を供給する用の各内視鏡管路にそれぞれ別途に連通する導電性部材
から構成された口金１５（図２参照）が、操作部１０ｔの高さ方向Ｈ（図３参照）に沿っ
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て後述する装脱方向Ｍ（図２参照）に突設されている。
【００３２】
　よって、口金１５は、内視鏡管路の数に対応するだけ、上端面１０ｔ１に設けられてい
る。尚、口金１５を上端面１０ｔ１に固定する部材も導電性部材から構成されている。ま
た、各口金１５の装脱方向Ｍへの突出量は、等しくなっている。
【００３３】
　また、口金１５及び該口金１５を固定する部材は、口金１５に後述する供給ノズル３０
、３１（図３参照）が接触した際、電気的に導通することから、抵抗値の低い導電性部材
から構成されていることが好ましい。
【００３４】
　装置本体２における操作部載置部６ｔの近傍に、処置具挿通用管路内を擦り洗いするた
め、処置具挿通用管路内に洗浄用ブラシを自動的に挿抜する図示しないブラシカセット等
が設けられている。
【００３５】
　さらに、装置本体２内に、洗浄消毒槽６に対し液体等を循環させる、電磁弁、逆止弁等
が介装された管路網、ポンプ、及びコンプレッサ（いずれも図示されず）等が配設されて
いる。
【００３６】
　また、装置本体２内には、上述した電磁弁、ポンプ、コンプレッサ等の電気部品を上記
各種工程のプログラミングに従って駆動停止させるとともに、流体供給ユニット１９０や
上述したブラシカセットの駆動制御を行う制御部１００も配設されている。尚、液体は、
装置本体２に配設された図示しない各種タンク内に貯留されている。尚、その他の洗浄消
毒装置１の構成は、周知であるため、その説明は省略する。
【００３７】
　次に、流体供給ユニット１９０の構成について、図２～図６を用いて説明する。図２は
、図１の洗浄消毒装置における液体供給ユニット近傍を拡大して示す平面図、図３は、図
２の液体供給ユニットの供給ノズルが内視鏡の口金に対する脱却位置に移動された状態を
示す図である。
【００３８】
　また、図４は、図３の供給ノズルが内視鏡の口金に接触する接触位置まで移動された状
態を示す図、図５は、図４の供給ノズルが内視鏡の口金に密着する装着位置まで移動され
た状態を示す図、図６は、図４の接触位置及び図５の装着位置において、供給ノズルと内
視鏡の口金との電気的な導通状態を検知する回路を示す図である。
【００３９】
　尚、以下、説明を簡単にするため、内視鏡１０は、内部に２本の内視鏡管路を具備して
いるとし、流体供給ユニット１９０は、２本の内視鏡管路に流体を供給する２本の供給ノ
ズルを具備しているものとして説明する。よって、内視鏡１０の操作部１０ｔの上端面１
０ｔ１に設けられる口金１５も２つとして説明する。
【００４０】
　図２に示すように、トレー１１に内視鏡１０が収容されるとともに、トレー１１が洗浄
消毒槽６に収容された際、トレー１１の操作部載置部１１ｔに収容された内視鏡１０の操
作部１０ｔの上端面１０ｔ１に設けられた２つの口金１５に対向する装置本体２の位置に
、流体供給ユニット１９０が設けられている。
【００４１】
　流体供給ユニット１９０は、口金１５を介して内視鏡管路内に流体を供給する部材であ
り、図２、図３に示すように、２本の供給ノズル３０、３１と、後述する移動機構と、密
着検知スイッチ４０とにより主要部が構成されている。
【００４２】
　供給ノズル３０、３１は、少なくとも一部が導電性部材から構成されており、高さ方向
Ｈに沿って、洗浄消毒槽６に収容された内視鏡１０の２つの口金１５に対し、高さ方向Ｈ
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に対し同じ高さに設けられている。また、供給ノズル３０、３１は、装脱方向Ｍにおいて
、同じ長さに形成されている。
【００４３】
　供給ノズル３０、３１は、移動機構によって、装脱方向Ｍに進退することにより、２つ
の口金１５にそれぞれ装脱自在であって、口金１５に装着後、制御部１００の駆動制御に
より、口金１５を介して内視鏡管路内に流体を供給する部材である。尚、供給ノズル３０
、３１は、口金１５に装着後、口金１５と電気的に導通するため、抵抗値の低い導電性部
材から構成されていることが好ましい。
【００４４】
　また、供給ノズル３０、３１の口金１５に接触する装脱方向Ｍの先端に、口金１５への
装着部である導電性のゴム３０ｇ、３１ｇが被覆されている。さらに、導電性のゴム３０
ｇ、３１ｇ内に、供給ノズル３０、３１が、図５に示す装着位置Ｐ３において、口金１５
に装着された際、口金１５が挿入される図示しない挿入孔がそれぞれ形成されている。尚
、口金１５の外径は、ゴム３０ｇ、３１ｇの挿入孔の孔径よりも若干大きく形成されてい
る。このため、口金１５がゴム３０ｇ、３１ｇの挿入孔に挿入される際は、口金１５が挿
入孔の孔径を広げるように挿入される。
【００４５】
　導電性のゴム３０ｇ、３１ｇは、供給ノズル３０、３１を口金１５に装着した際、供給
ノズル３０、３１と口金１５との密着性を高めるものである。
【００４６】
　また、供給ノズル３０は、図６に示すように、信号線６２を介してプルアップ抵抗６５
に電気的に接続されており、供給ノズル３１は、信号線６１を介して接地されている。即
ち、ＧＮＤに接続されている。尚、逆に、供給ノズル３０がＧＮＤに接続され、供給ノズ
ル３１がプルアップ抵抗６５に接続されていても構わない。
【００４７】
　このことにより、図４に示す接触位置Ｐ２、図５に示す装着位置Ｐ３において、導電性
を有するゴム３０ｇ、３１ｇが導電性を有する口金１５に接触した際、プルアップ抵抗６
５が接続された信号線６２の信号レベルが、信号線６１、供給ノズル３１、口金１５、操
作部１０ｔ、口金１５、供給ノズル３０を介して、ＧＮＤレベルとなることから、制御部
１００は、供給ノズル３０、３１と口金１５との接触を、口金１５と供給ノズル３０、３
１との電気的な導通により認識することができる。
【００４８】
　移動機構は、供給ノズル３０、３１を、口金１５に対し、図３に示す脱却位置Ｐ１、図
４に示す接触位置Ｐ２、図５に示す装着位置Ｐ３に、制御部１００の移動制御により移動
させるものであり、保持部材２２と、移動部材２４と、移動ギヤ２１とにより主要部が構
成されている。
【００４９】
　移動部材２４は、例えば平板状の部材から構成されており、高さ方向Ｈの底面に、移動
ギヤ２１が噛合するラック２４ｈが形成されている。よって、移動部材２４は、移動ギヤ
２１が制御部１００の駆動制御によって、図示しないモータを介して回動されると、移動
ギヤ２１にラック２４ｈが噛合することにより、装脱方向Ｍに進退移動自在となる。即ち
、移動部材２４は、ラック・アンド・ピニオン機構により、装脱方向Ｍに進退移動自在と
なる。
【００５０】
　移動部材２４のラック２４ｈが設けられた面とは反対側の天面から、例えば２本の保持
部材２２ａ、２２ｂが、装脱方向Ｍにおいて設定間隔離間するよう、高さ方向Ｈへ起立し
て設けられている。
【００５１】
　保持部材２２ａ、２２ｂには、それぞれ装脱方向Ｍに沿った貫通孔２２ｈが２本形成さ
れており、該２本の貫通孔２２ｈに、それぞれ供給ノズル３０、３１が挿通されている。
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尚、２本の貫通孔２２ｈに対して、供給ノズル３０、３１は、接触位置Ｐ２と装着位置Ｐ
３との間において、装脱方向Ｍに進退自在となるよう挿通されている。
【００５２】
　保持部材２２ａ、２２ｂは、２本の貫通孔２２ｈに挿通された供給ノズル３０、３１を
、装脱方向Ｍに進退自在に保持する部材である。その結果、移動部材２４は、保持部材２
２ａ、２２ｂに保持された供給ノズル３０、３１を、脱却位置Ｐ１～装着位置Ｐ３の間で
移動させる部材となっている。
【００５３】
　また、脱却位置Ｐ１、接触位置Ｐ２において、供給ノズル３０、３１の保持部材２２ａ
に当接する位置に、それぞれ高さ方向Ｈに沿った外向フランジ部３０ｔ、３１ｔが形成さ
れている。さらに、外向フランジ部３０ｔ、３１ｔと、保持部材２２ｂとの間において、
供給ノズル３０、３１の外周部に、装脱方向Ｍに沿って弾性部材であるバネ２５がそれぞ
れ介装されている。
【００５４】
　尚、弾性部材はバネに限定されない。具体的には、硬度７０程度の硬質ゴム、ガスダン
パ、オイルダンパ等のダンパ部材であっても構わない。また、２つのバネ２５は、装脱方
向Ｍにおいて同じ長さに形成されているとともに、同じ弾性係数のものが用いられる。
【００５５】
　よって、脱却位置Ｐ１、接触位置Ｐ２においては、バネ２５の装脱方向Ｍの前方への付
勢により、外向フランジ部３０ｔ、３１ｔは、保持部材２２ａに当接している。
【００５６】
　バネ２５は、図５に示す装着位置Ｐ３において、供給ノズル３０、３１が口金１５に装
着され後、供給ノズル３０、３１を、装脱方向Ｍの前方、即ち口金１５の方向に付勢して
、供給ノズル３０、３１と口金１５との密着性を高めるものである。
【００５７】
　移動部材２４の天面であって、保持部材２２ｂの装脱方向Ｍの後方に、柱状部材２６が
高さ方向Ｈに起立して設けられており、柱状部材２６の供給ノズル３０、３１に対向する
高さ方向Ｈの位置に、密着検知スイッチ４０が設けられている。
【００５８】
　密着検知スイッチ４０は、接触位置Ｐ２において、供給ノズル３０、３１が口金１５に
接触され、さらに、装着位置Ｐ３まで移動部材２４が装脱方向Ｍの前方に移動された際、
操作部１０ｔの位置が固定されていることに起因して、保持部材２２ａ、２２ｂの貫通孔
２２ｈを介して、装脱方向Ｍの後方に退去された供給ノズル３０、３１により、スイッチ
状態が変化される、例えばオンされるものである。
【００５９】
　制御部１００は、上述した供給ノズル３０、３１と口金１５との電気的な導通状態と、
密着検知スイッチ４０のスイッチ状態とから、供給ノズル３０、３１が口金１５に密着さ
れて装着されたかを検知することにより、移動機構の移動制御と、供給ノズル３０、３１
を介した内視鏡管路への流体の供給制御との少なくとも一方を行う。
【００６０】
　次に、このように構成された本実施の形態の作用について説明する。尚、以下に示す作
用においては、洗浄消毒装置１を用いた内視鏡１０の洗浄消毒の際に、流体供給ユニット
１９０の供給ノズル３０、３１を、内視鏡１０の口金１５に自動的に装着する際の作用に
ついて説明する。尚、その他の作用は、周知であるため、その説明は省略する。
【００６１】
　先ず、内視鏡１０を洗浄消毒する際は、内視鏡１０の挿入部１０ｓを、トレー１１の挿
入部載置部１１ｓに巻回して収納するとともに、操作部１０ｔをトレー１１の操作部載置
部１１ｔに収納する。
【００６２】
　次いで、トレー１１を、洗浄消毒槽６に、挿入部載置部１１ｓが挿入部載置部６ｓに載
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置されるとともに、操作部載置部１１ｔが操作部載置部６ｔに載置されるように収容する
。
【００６３】
　この際、洗浄消毒槽６の操作部載置部６ｔに設けられた図示しない位置決め部材により
、操作部載置部１１ｔを介して操作部１０ｔの位置は固定される。その結果、操作部１０
ｔの上端面１０ｔ１に設けられた２つの口金１５は、流体供給ユニット１９０の供給ノズ
ル３０、３１に対向して位置する。
【００６４】
　次いで、装置本体２に対してトップカバー３が閉成された後、操作パネル４からスター
ト指示を入力すると、制御部１００は、図３に示すように、脱却位置Ｐ１に位置する供給
ノズル３０、３１を、図５に示すように、装着位置Ｐ３まで装脱方向Ｍの前方に移動させ
て、供給ノズル３０、３１を内視鏡１０の口金１５にそれぞれ装着する第１のステップを
行う。
【００６５】
　具体的には、先ず、図３に示すように、供給ノズル３０、３１が脱却位置Ｐ１に位置し
ている状態において、図示しないモータを駆動して移動ギヤ２１を一の方向に回転させる
ことにより、移動部材２４を装脱方向Ｍの前方に、供給ノズル３０、３１のゴム３０ｇ、
３１ｇの装脱方向Ｍの先端が、図４に示すように、口金１５に接触する接触位置Ｐ２まで
移動部材２４を移動させる。
【００６６】
　尚、接触位置Ｐ２において、ゴム３０ｇ、３１ｇの先端が口金１５に接触するのは、上
述したように、口金１５の外径が、ゴム３０ｇ、３１ｇに形成された図示しない挿入孔の
孔径よりも大きく形成されているためである。
【００６７】
　また、この図４に示す接触位置Ｐ２においては、供給ノズル３０、３１は、単に口金１
５に接触しているのみの状態であることから、この状態において供給ノズル３０、３１か
ら流体を供給すると、流体が接触箇所から漏れてしまう場合があるため、流体の供給には
適さない。
【００６８】
　次いで、制御部１００は、供給ノズル３０、３１が接触位置Ｐ２に位置している状態に
おいて、図示しないモータを駆動して移動ギヤ２１をさらに一の方向に回転させることに
より、移動部材２４を、図５に示す装着位置Ｐ３まで移動させる。
【００６９】
　その結果、供給ノズル３０、３１のゴム３０ｇ、３１ｇ内の図示しない挿入孔に、口金
１５が挿入孔の孔径広げるように挿入されるとともに、操作部１０ｔが固定されているこ
とに起因して供給ノズル３０、３１が、移動部材２４とともに装脱方向Ｍの前方に進入す
ることなく、保持部材２２ａ、２２ｂの貫通孔２２ｈを介して装脱方向Ｍの後方に退去さ
れる。尚、この際、バネ２５は、収縮する。その後、後退する供給ノズル３０、３１の装
脱方向Ｍの後端部により、密着検知スイッチ４０のスイッチ状態が変化される。
【００７０】
　その結果、図５に示す装着位置Ｐ３においては、口金１５と供給ノズル３０、３１とは
、密着して装着される。さらに、バネ２５が収縮されることに起因する装脱方向Ｍの前方
への付勢により、口金１５と供給ノズル３０、３１とは、より密着して装着される。この
ことにより、口金１５と供給ノズル３０、３１との水密性、気密性は確保される。
【００７１】
　ここで、装着位置Ｐ３において、制御部１００は、口金１５に対し、供給ノズル３０、
３１が密着されて装着されたか否かを判断するため、口金１５と供給ノズル３０、３１と
の電気的な導通状態を検知する第２のステップを行う。
【００７２】
　具体的には、供給ノズル３０、３１が口金１５に接触すると、プルアップ抵抗６５が接
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続された信号線６２の信号レベルが、信号線６１、供給ノズル３１、口金１５、操作部１
０ｔ、口金１５、供給ノズル３０を介して、ＧＮＤレベルとなることを利用して、信号線
６２から、制御部１００は、供給ノズル３０、３１と口金１５との接触を認識する。
【００７３】
　また、第２のステップを行うと略同時に、制御部１００は、密着検知スイッチ４０のス
イッチ状態の変化を検知する第３のステップを行う。具体的には、供給ノズル３０、３１
の装脱方向Ｍの後端部により、各密着検知スイッチ４０のスイッチ状態が変化されたか否
かを検知する。
【００７４】
　第２のステップ、第３のステップの結果、制御部１００により、供給ノズル３０、３１
と口金１５との電気的な導通状態が検知されるとともに、密着検知スイッチ４０のスイッ
チ状態の変化が検知された場合には、制御部１００は、口金１５に対して供給ノズル３０
、３１が密着されて確実に装着されたと検知して、移動部材２４の移動を停止させる制御
を行うとともに、供給ノズル３０、３１、口金１５を介した内視鏡管路内への流体の供給
を開始させる制御を行う。この際、口金１５に対して供給ノズル３０、３１が密着されて
確実に装着されていることから、流体が装着箇所から漏れてしまうことがない。
【００７５】
　また、第２のステップ、第３のステップの結果、密着検知スイッチ４０のスイッチ状態
の変化が検知されるが、供給ノズル３０、３１と口金１５との電気的な導通状態が非検知
の場合には、制御部１００は、口金１５に対する供給ノズル３０、３１の誤装着を検知す
る。
【００７６】
　具体的には、供給ノズル３０、３１が、口金１５以外の導電性を有さない他の部材に接
触した結果、供給ノズル３０、３１が装脱方向Ｍの後方に退去して密着検知スイッチ４０
のスイッチ状態を変化させたと判断し、移動部材２４の移動を停止させる制御を行うとと
もに、供給ノズル３０、３１を介した流体の供給開始を停止させる制御を行い、例えば操
作パネル４にエラー表示等の警告を行う。
【００７７】
　さらに、第２のステップ、第３のステップの結果、供給ノズル３０、３１と口金１５と
の電気的な導通状態は検知されるが、密着検知スイッチ４０のスイッチ状態の変化が非検
知の場合には、制御部１００は、口金１５に対する供給ノズル３０、３１の誤装着を検知
する。
【００７８】
　具体的には、供給ノズル３０、３１のゴム３０ｇ、３１ｇが、口金１５には接触してい
るが、供給ノズル３０、３１が口金１５に密着していないと判断して、密着検知スイッチ
４０のスイッチ状態の変化が検出されるまで、移動部材２４を装脱方向Ｍの前方に移動さ
せる移動制御を行うことにより、口金１５に対する供給ノズル３０、３１の装着を、密着
するまで繰り返す。
【００７９】
　尚、この場合であっても、移動部材２４の移動を停止させる制御を行うとともに、供給
ノズル３０、３１を介した流体の供給開始を停止させる制御を行い、例えば操作パネル４
にエラー表示等の警告を行っても構わない。
【００８０】
　尚、第２のステップ、第３のステップの結果、密着検知スイッチ４０のスイッチ状態の
変化が非検知で、かつ、供給ノズル３０、３１と口金１５との電気的な導通状態が非検知
の場合には、制御部１００は、供給ノズル３０、３１が脱却位置Ｐ１に位置していると判
断して、上述した第１のステップを行う。
【００８１】
　このように、本実施の形態においては、流体供給ユニット１９０を用いて自動的に、供
給ノズル３０、３１を内視鏡１０の口金１５に装着する際、口金１５と供給ノズル３０、
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３１とが接触したことを、口金１５と供給ノズル３０、３１との電気的な導通により検知
すると示した。
【００８２】
　また、接触位置Ｐ２において、口金１５と供給ノズル３０、３１とが接触した後、移動
部材２４を装脱方向Ｍの前方に移動させることにより、操作部１０ｔが固定されているこ
とに起因する供給ノズル３０、３１の装脱方向Ｍの後方への退去により、供給ノズル３０
、３１により密着検知スイッチ４０のスイッチ状態を変化させて、口金１５に対する供給
ノズル３０、３１の密着を検知すると示した。
【００８３】
　さらに、制御部１００が、供給ノズル３０、３１と口金１５との電気的な導通状態を検
知するとともに、密着検知スイッチ４０のスイッチ状態の変化を検知した場合のみ、口金
１５に供給ノズル３０、３１が密着されて確実に装着されたと判断して、供給ノズル３０
、３１から内視鏡管路内へ流体の供給を開始する制御を行うと示した。
【００８４】
　また、本実施の形態においては、装着位置Ｐ３においてバネ２５が、供給ノズル３０、
３１を装脱方向Ｍ前方へ付勢することにより、供給ノズル３０、３１と口金１５との密着
性を向上させると示した。
【００８５】
　このことによれば、確実に、口金１５に供給ノズル３０、３１が密着されて装着された
ことが検知された後、流体の供給を供給ノズル３０、３１から行うことができることから
、流体の供給の際、口金１５と供給ノズル３０、３１との装着箇所から、流体が漏れてし
まうことがない。
【００８６】
　以上から、内視鏡管路の口金１５に自動的に供給ノズル３０、３１を装着する構成にお
いて、口金１５に対し、確実に供給ノズル３０、３１が密着されて装着されたことを検知
することができる構成を具備する洗浄消毒装置１、洗浄消毒装置１の制御方法を提供する
ことができる。
【００８７】
　尚、以下、変形例を示す。本実施の形態においては、説明を簡単にするため、内視鏡１
０は、内部に２本の内視鏡管路を具備しているとし、流体供給ユニット１９０は、２本の
内視鏡管路に流体を供給する２本の供給ノズルを具備しており、さらに、内視鏡１０の操
作部１０ｔの上端面１０ｔ１に設けられる口金１５も２つとして説明した。
【００８８】
　これに限らず、内視鏡管路、口金、供給ノズルが、３本以上であっても、供給ノズルの
いずれか１本を接地させ、他の供給ノズル全てをプルアップ抵抗６５に接続するとともに
、供給ノズルに相当する数だけ、柱状部材２６に密着検知スイッチ４０を設ければ、内視
鏡管路、口金、供給ノズルが、３本以上であっても、口金１５に対し、確実に供給ノズル
３０、３１が密着されて装着されたことを検知することができる構成を具備する洗浄消毒
装置１、洗浄消毒装置１の制御方法を提供することができる。尚、この場合であっても複
数本の供給ノズル、バネは、同じ長さに形成されているとともに、複数本のバネは、同じ
弾性係数のものを用いる。
【００８９】
　また、口金１５が接地されておれば、複数本の供給ノズルの内、いずれかの供給ノズル
は、必ずしも接地する必要はない。
【００９０】
　さらに、本実施の形態においては、第２のステップ、第３のステップにおいて、口金１
５と供給ノズル３０、３１との電気的な導通状態が非検知の場合と、密着検知スイッチ４
０のスイッチ状態の変化が非検知の場合とのいずれかの場合において、口金１５に供給ノ
ズル３０、３１が誤装着されたと制御部１００は判断すると示した。
【００９１】
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　これに限らず、例えば、制御部１００が有する図示しないメモリに、移動ギヤ２１を駆
動させるモータを駆動し始めてから、口金１５に供給ノズル３０、３１が装着される時間
のデータが具備されておれば、制御部１００は、メモリが具備するデータの時間よりも、
モータを駆動してから、口金１５と供給ノズル３０、３１との電気的な導通状態が検知さ
れるとともに、密着検知スイッチ４０のスイッチ状態の変化の検知がされるまでの時間が
長い場合には、口金１５に供給ノズル３０、３１が誤装着されたと判断して、上述した移
動機構の移動制御及び供給ノズル３０、３１からの流体の供給開始停止に関する各種制御
を行っても良いことは勿論である。
【００９２】
　さらに、供給ノズル３０、３１を装脱方向Ｍに進退させる構成として、移動部材２４、
移動ギヤ２１、保持部材２２ａ、２２ｂを具備する移動機構を用いると示したが、これに
限らず、他の周知の移動機構を用いても本実施の形態と同様の効果を得ることができると
いうことは云うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１】本実施の形態の洗浄消毒装置を示す斜視図。
【図２】図１の洗浄消毒装置における液体供給ユニット近傍を拡大して示す平面図。
【図３】図２の液体供給ユニットの供給ノズルが内視鏡の口金に対する脱却位置に移動さ
れた状態を示す図。
【図４】図３の供給ノズルが内視鏡の口金に接触する接触位置まで移動された状態を示す
図。
【図５】図４の供給ノズルが内視鏡の口金に密着する装着位置まで移動された状態を示す
図。
【図６】図４の接触位置及び図５の装着位置において、供給ノズルと内視鏡の口金との電
気的な導通状態を検知する回路を示す図。
【符号の説明】
【００９４】
　１…洗浄消毒装置（内視鏡洗浄消毒装置）
　６…洗浄消毒槽
　１０…内視鏡
　１５…口金
　２１…移動ギヤ（移動機構）
　２２ａ…保持部材（移動機構）
　２２ｂ…保持部材（移動機構）
　２４…移動部材（移動機構）
　２５…ゴム（弾性部材）
　３０…供給ノズル
　３０ｇ…ゴム（装着部）
　３１…供給ノズル
　３１ｇ…ゴム（装着部）
　４０…密着検知スイッチ
　６５…プルアップ抵抗
　１００…制御部
　Ｍ…装脱方向
　Ｐ１…脱却位置
　Ｐ３…装着位置
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